
１１月１６日（金）に、公開研究会を
行いました。
「伝え合う力の育成～ＩＣＴを活用し、

比較する力の向上を目指して～」という
研究主題のもと、平成２９年度から全職員で研究に取り組んできました。
当日は、１年生国語科、２年生社会科、３年生英語科で公開授業を行

いました。ほぼ毎時間、実物投影機やプロジェクター、タブレットを使
っていることから、生徒もいつもと変わらない様子で授業を受けていま
した。今後も、生徒の「わかる！」「できる！」を目指した授業研究を
進めていきたいと思います。

１０月半ばから１１月にかけて、Ｂ＆Ｇを会場
に柔道の授業を行いました。今年は西澤校長が講
師となり、全学年を対象に全１２時間の授業を行
いました。
全学年対象なので、『柔道着の着方』『受け身』

などの基本から、『横四方固め』『袈裟固め』『上
四方固め』などの固め技、『支え釣り込み足』『小
内刈り』『大内刈り』『大外刈り』『膝車』などの
足技、『大腰』『腰車』の腰技を学びました。
最後の時間には、学んだ技を組み合わせての練

習を行いました。
武道の１つである柔道。『武道は礼に始まり、

礼に終わる』と言われます。柔道の授業を通して、
技のやり方を学ぶだけや試合の勝ち負けにこだわ
るだけではなく、その奥にある礼の精神（「目上
への礼、同輩への礼、目下への礼」、「相手があるから学び、試合ができ
る」「我慢・忍耐・奉仕」等）も同時に学んでほしいですね。

１１月１４日（水）、３年生を対象に薬物乱
用防止教室を行いました。薬物乱用…と言われ
ても何となく遠い都会での話のように聞こえま
すが、昨年度の北海道での検挙数が５１５人。
日本の中高生全体では、都会や田舎という地域
差なく、１００人に１人の割合で、シンナー・
大麻・覚醒剤・危険ドラッグなどの経験があるという情報もあります。
覚醒剤や危険ドラッグだけではなく、睡眠薬なども使い方を間違えると
「薬物依存」になってしまいます。『依存』にならないためにも気持ち
を強く持つことが必要ですね。

１３日（火）の午前中に生徒向け、午後から保護者
向けの進路説明会を行いました。すでに３年生はそれ
ぞれの進路に向けて頑張っているところですが、１・
２年生も「まだ先のこと」ではなく、今から受験は始
まっていると思って頑張ることが必要です。
３年生は１２月４・５日の二日間、三者面談を行い

ます。三者面談は『相談』ではなく、『報告』の場です。
それまでに本人・保護者でしっかり相談して下さいね。

日 曜 学 校 行 事

1 土 バドミントン新人戦

2 日

3 月 町CRT学力調査(1･2年) Ｌタイム

4 火 三者面談① Ｌタイム

5 水 三者面談② Ｌタイム ＡＬＴ

図書バス

6 木 期末テスト① Ｌタイム

7 金 期末テスト② 委員会

理科校外学習(３年)

8 土

9 日

10 月 朝会 思春期講座（３年）

11 火 午前授業 推薦委員会

12 水 成績一覧表提出（1･2年）ＡＬＴ

13 木 委員会

14 金 総合的な学習発表会（参観日）

ＰＴＡブロック交流会

15 土

16 日

17 月 午前授業 願書下書（～21日）

18 火 携帯安全教室

19 水 ＡＬＴ 図書バス

20 木 生徒会企画行事

21 金

22 土

23 日 天皇誕生日

24 月 振替休日

25 火 ２学期終業式

26 水

27 木

28 金

29 土 年末休業 学校閉庁日

30 日 年末休業 学校閉庁日

31 月 年末休業 学校閉庁日
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進路選択 私の経験から
校長 西 澤 和 訓

去る１１月１３日（火）に進路説明会が行われました。生徒・保護
者それぞれにお話をしましたが、３年生はこれから進路選択が行われ
ます。そこで私が自分の進路先（高校）を決めたときの話をしたいと
思います。

☆ ☆ ☆
中学校に入学してからは、公立高校と私立高校が

あることは聞いていましたが、自分の家が貧乏だっ
たので漠然と『公立高校に行かなければ』という程
度の意識しかありませんでした。２年生に進級し柔
道を始めたことで、『高校でも柔道を続けたいので柔
道部のある学校に行きたい』という考えが芽生えま
した。このころは、大学進学はわずかながらは考えてはいたものの、
『工業高校に行って卒業後は就職しよう』とも思っていました。ただ、
担任の先生との面談で「お前は大学に行った方がいいぞ」と言われ、
普通科志望に決定したのです。（今の私があるのは、その先生の一言
のおかげだったかもしれません。）もっとも私は不器用なので、冷静
に考えると工業高校への適性はなかったと思います。そのことに加え、
将来は柔道を活かしたいという考えから、警察官か教員がいいなと思
うようになったのです。ということから、自分の中では「公立高校の
普通科でそこそこ柔道部の強い学校」がおよその目標となりました。
そして２年生の秋に高校の新人戦を見る機会があり、そこで「うん、

俺が行く高校はここだ！！」という学校が見つか
りました。
ただ、その後の面談で担任の先生からは「今

の成績では少し厳しいよ」と言われました。
実は自分でもそのことはわかっていましたの
で、その一言で自分の心に火が点き、それか
らは本当にがんばって勉強しました。そして、
最終的には志望校には楽勝で入学できる成績
を残し、安心して入試に臨むことができ、お
かげで上位で入学することができました。

これは、私には
①明確な志望動機・目的意識があったこと。
②そのため、早くに目標（志望校）を決めることができたこと。
③両親が私の考えを支持してくれたこと

等があって、上手く進んだものと思います。
☆ ☆ ☆

３年生は、この時期にはほぼ志望校は決まっていると思います。そ
の選択にはその先を見据えたことも含まれていることと思います。ま
た、中学校卒業後の進路選択は誰にでもやってくることです。１・２
年生にもそう遠くない将来訪れることですから、今のうちに漠然とで
いいので自分の考えを持って欲しいと思います。そして、自分の希望
が叶えられるように、日々の努力を怠らないようにしましょう。

いよいよ今年も残すところ
あと１ヶ月。３年生は人生の

第一関門である高校受験に向けて三者面談が
12月にありますね。進路は高校への進学だけ
ではなく、その先もしっかり考えることです。
高校卒業後は大学進学？専門学校？就職？な
ど、自分の適性（好き嫌いではなく向き不向
き）を見つめていきましょう。今、迷いがあ
る人は普通科で３年間考えるのも手ですね。

からの～


